






















1 同じ分類中に ｢久し振り｣ ｢久々｣ ｢時に｣ ｢時として｣｢往々にして｣ ｢折に触れて｣ ｢時たま｣などが含まれて
いる｡ 
2 仁田 (2002)でもトキオリは ｢どちらかといえば､中頻度に属するものの､その額度性は高くなく､低頻度に
近い存在であろう｣と述べている｡ 
3 ｢状態｣と ｢特性｣との間に ｢存在｣という分類が設けられている｡存在は時間的限定性のある場合 (｢あそこ
にへびがいる｣)とない場合 (｢この山にはへびがいる｣)とがある｡ 
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今度のは桁外れですね｣ (赤川次郎 『女社長に乾杯 !』)
 
(5)酒も亦牧野さんの人生の-設計で､彼は ｢飲み助でなければならなかった｣けれども､飲み仲
間では誰よりも酒に弱く､酒力型 さらひですらあった｡(坂口安吾 『牧野さんの死』) 






























































3 玉枝はん｣とよび､よくなついたo玉枝もまた愛想よく村人たちにふるまった.壁堅､ヽ(1)皆は ｢ ′ヽヽ′/＼′ 
6 ｢褒めるばかりでなく厳しい態度も時折必要だ｣のように形容詞述語を用いた例を作ることができるが､この場































頻度を表す副詞の性質- トキドキとトキオリー 八尾 由子
間では誰よりも酒に弱く､酒が壁土 (*トキオリ)きらひですらあった｡(坂口安吾 『牧野さ
んの死』) 



















見つけてあげてね｡そして､記代子さんを幸福にしてあげて｣ (坂口安吾 『街はふるさと』) 
(20)すると桂子は､｢そんなに来るたんびにお金なんかいらないわよう｣といった｡彼女も､勤め
























































(28) 笠原は壁土 (トキオリ)古本屋から ｢新青年｣を買ってきて､私に読めと云う.(小林多喜二
『党生活者』) 
















































描写｣ ｢観察不能の事態にも用いるo話し手による事態のとらえ方 反復的運動の場合特性の場合された事態｣｢観察を経て一般化観察を経た ｢観察を経た描写｣
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